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話題提供次第

１．戦後稲作の推移と機械移植技術の普及

２．直播栽培の開発経過と定義

３．現在主に行われている直播栽培

４．直播栽培における留意点と今後の展望
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１．戦後稲作の推移と機械移植技術の普及

（農水省資料から抜粋）

年  社会・経済の動き  稲作と関連した農政等
1945  終戦(1945)  食糧管理法(1942) 

 民主化と食糧増産  米作日本一奨励事業(1949-)
 農地法制定(1952)

1965  所得倍増計画(1960-)  農業基本法(1961)
 経済成長と農村の過疎化  自主流通米制度(1969)

 米の生産調整（減反）開始(1971)
1985  国際化への対応  米のミニマムアクセス(GAT:1993)

 食管法廃止(1995)
 バブル崩壊・低成長  米政策大綱(2002)

2005  食料農業農村基本計画(2005)
 人口減少・高齢化の進展  日本再興戦略(2013 生産費4割減)
 自然災害の多発  減反廃止(2018)

戦後の増産から経済成長期のコメ余りの時代へ、さらに現在は
国際化への対応から大規模低コスト化が求められている
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２．直播栽培技術の開発経過と定義

年 農政・移植関連技術 直播技術 直播面積

1945  食糧管理法(1942) 終戦(1945)

 農業基本法(1961)

1965  第１次構造改善事業(1962-)  除草剤プロパニル(1962)

 動力田植え機の開発(1968)

 自主流通米制度(1969)  過酸化石灰種子粉衣(1970) 55.000ha

1975  減反政策(1970)  湛水土中栽培(1977) (1974)

 除草剤ピラゾレート(1979)

1985  21世紀に向けての農政

 の基本方向(1986)  落水出芽法(1993)

 乳苗移植(1990-)  打ち込み点播栽培(1995) 7 ,200ha

1995  日本型直播実証事業(1994-)  V溝不耕起栽培(1995) (1991)

 食管法廃止(1995)  直播適性品種(1995-)

 ロングマット移植(1997-)  高精度播種機の普及(1996-)

 米政策大綱(2002)

2005  食料農業農村基本計画(2005)  直播用除草剤の開発と普及(2005-)

 鉄コーティング(2010)

2015  密苗移植(2016-)  グレーンドリル栽培(2013) 33,500ha

 減反廃止（2018)  べんモリコーティング(2016) (2017) 7
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３．現在主に行われている直播栽培法

（湛水直播）

Ⅰ．カルパーコーティング種子を用いた湛水土壌中直播栽培

Ⅱ．鉄コーティング種子を用いた湛水直播栽培（鉄黒コート）

Ⅲ．べんモリ資材を用いた湛水直播栽培

Ⅳ．無コーティング籾湛水直播栽培

（乾田直播）

Ⅴ．不耕起V溝乾田直播栽培

Ⅵ．プラウ耕鎮圧乾田直播栽培
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留意点その② （現場における経験の蓄積と改良）

栽培法 適用対象 稲の生育の特徴 栽培管理上の要点

移植までの初期生育が人為的に保護され マニュアル化された指針に従った管理
移植栽培 全国一律 て生育が確保され、自然環境下となる中後 を行うとともに、気象の変動に対応した

期の生育も比較的に安定している 措置を行う

初期生育から自然環境下におかれるために 導入地の条件および環境の変動に臨
直播栽培 地域特有 導入地の条件（立地、土壌、水利、生物等） 機応変に対応するために経年の経験

により生育が大きく左右される を蓄積する

移植栽培には全国的にマニュアル化された指針があるのに対して、

直播栽培では地域の条件に応じた臨機応変な対応が必要とされる

移植栽培と直播栽培の特性の違い All Japan
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留意点その③ （直播特有のリスクへの対応）

直播栽培におけるリスク 対 処 策
残雪・降雨による作業遅延 初冬直播き技術、前年秋の耕起・均平（乾直）
苗立ち不良 種子粉衣、播種後落水（湛直）、播種後鎮圧（乾直）
鳥・貝害 防鳥網、湛水（雀等）、落水（鴨、スクミリンゴガイ）
雑草害 除草剤の体系処理、選択性除草剤の茎葉処理
病虫害 抵抗性品種、種子粉衣、側条施用
過繁茂 施肥管理、中干し、深水管理
倒 伏 耐倒伏性品種、施肥管理、中干し

栽培の安定化のためのリスク管理を行う必要がある



稚苗移植と比較した直播水稲の生育の特徴

① 生育期間が短縮され（移植稲より約２週間短い）、生育
期間の全乾物生産量が小さい 収量性への影響

② 分げつの発生が旺盛で過繁茂になりやすい（有効茎歩
合が低下） 蓄積炭水化物量の低下 登熟・品質
への影響

改良への道筋

適正な栽培管理（品種選択、播種密度、施肥管理、水管理）
により効率的な生産態勢を確立する
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留意点その④ （直播水稲に適合した栽培管理）



直播栽培発展のための方策 （今後の展望）

① 構成要素技術の開発
品種（高度倒伏抵抗性、低・高温耐性、病虫害抵抗性等）

基盤整備・土壌管理技術（水田造成、潅排水、畦畔管理等）
防除技術（除草剤、殺虫・殺菌剤、鳥・貝害防止）
機械作業技術（高精度播種機、圃場管理機、空中防除機等）

② 現場における持続的システムの確立
整合性が高い栽培管理体系（施肥、水管理、防除等）

移植との組み合わせ、他作物も含めた経営評価
地域営農集団等担い手の組織化
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